
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 1 章 清子誕生 

清
子
誕
生 

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
二
月
十
七
日 

 

 

第 1 章 清子誕生 

名
前
の
由
来 

 

第 4 章 詩人を志す 

 

第 2 章 幼い日の思い出 

金
沢
の
英
和
幼
稚
園
に
通
う 

『
上
田
敏
詩
集
』
を
読
む 

大
大
名
の
い
ぶ
き
が
ま
だ
ど
こ
か
に
生

き
て
い
る
金
沢
を
去
り
、
名
古
屋
へ
来

て
は
じ
め
て
私
の
近
代
は
は
じ
ま
った
と

云
え
る
。
今
よ
む
『
上
田
敏
詩
集
』
は
、

そ
れ
ま
で
の
苔
色
と
す
っ
か
り
か
け
離

れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
世
界
な
の
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）
今
生
き
て
い
る
人
間
の
感
情
と

心
が
、
も
っと
生
き
た
ま
ま
に
光
と
影
で

あ
る
よ
う
な
文
学
が
私
に
は
い
る
の
だ

と
思
わ
れ
た
。 

 

（
永
瀬
清
子
「
渦
巻
の
川
―
わ
が
詩
作
の
五
十

年
」
谷
川
俊
太
郎
選
『
永
瀬
清
子
詩
集
』
岩
波

文
庫 

二
〇
二
三
年
十
月
） 

私
の
生
れ
た
時
は
二
月
の
半
ば
で
大
変
暖
い
日
だ
っ
た
由
。
生
れ
た

ば
か
り
の
私
は
縁
側
の
日
あ
た
り
で
生
湯
を
つ
か
わ
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
あ
け
放
っ
た
所
で
寝
か
さ
れ
て
い
た
と
云
う
。
母
が
産
後
は
じ
め

て
向
こ
う
の
山
ぎ
わ
を
な
が
め
た
時
、
も
う
梅
の
花
が
う
す
あ
か
く

咲
い
て
い
た
と
語
った
。
よ
ほ
ど
暖
冬
だ
った
の
だ
ろ
う
。 

 

（
永
瀬
清
子
「
思
い
出
す
日
々
（
一
）
―
―
梅
咲
く
頃
に
生
れ
て
」
『
女
の
新
聞
』

第
六
八
号 

一
九
六
四
年
二
月
五
日
） 

 

 

清子の母・永瀬八重野の日記より 
1906（明治 39）年 2 月 19 日 

 
父・連太郎が、四つの名前を候補に挙げ、
その中からよいものを選ぶようにと手
紙に書き送ってきたので、母・八重野は、
それらの中でも「清」がよいのではない
かと思われたと記している。 
 
※永瀬清子の戸籍名は「清」 

私
の
通
っ
た
金
沢
の
英
和
幼
稚
園
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
北
陸
女
学
校
の

付
属
幼
稚
園
だ
っ
た
の
で
、
カ
ナ
ダ
人

の
優
し
い
ミ
ス
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
先
生
が

園
長
で
あ
っ
た
。
先
生
は
他
の
外
人
の

先
生
た
ち
と
一
緒
に
す
こ
し
離
れ
た

女
学
校
の
一
隅
の
建
物
に
住
ん
で
い
ら

し
て
、
窓
に
は
き
れ
い
な
白
い
レ
ー
ス
の

カ
ー
テ
ン
が
見
え
て
い
た
。 

 

（
永
瀬
清
子
「
幼
か
り
し
日
々
」
『
す
ぎ
去
れ

ば
す
べ
て
な
つ
か
し
い
日
々
』
福
武
書
店 

一

九
九
〇
年
六
月
） 


